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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年10月16日(2014.10.16)

【公表番号】特表2014-505008(P2014-505008A)
【公表日】平成26年2月27日(2014.2.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-011
【出願番号】特願2013-527140(P2013-527140)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/415    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4188   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/415   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/40    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4188  　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月26日(2014.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペリリルアルコールカルバミン酸塩を有する組成物であって、前記ペリリルアルコール
カルバミン酸塩はテモゾロマイド（ＴＭＺ）に抱合されるペリリルアルコールを有するも
のである組成物。
【請求項２】
　請求項１記載の組成物において、前記ペリリルアルコールカルバミン酸塩は３－メチル
４－オキソ－３，４－ジヒドロイミダゾ［５，ｌ－ｄ］［ｌ，２，３，５］テトラジン－
８－カルボニル－カルバミン酸－４－イソプロペニルシクロヘクス－ｌ－エニルメチルエ
ステルである組成物。
【請求項３】
　請求項１記載の組成物において、前記組成物は放射線の前、間、または後に投与される
ものである組成物。
【請求項４】
　請求項１記載の組成物において、前記組成物は化学療法剤の投与の前、間、または後に
投与されるものである組成物。
【請求項５】
　請求項１記載の組成物において、前記組成物は吸入投与、経鼻投与、経口投与、静脈内
投与、皮下投与または筋肉内投与によって投与されるものである組成物。
【請求項６】
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　請求項５記載の組成物において、前記組成物は噴霧器を用いて経鼻投与されるものであ
る組成物。
【請求項７】
　請求項１記載のペリリルアルコールカルバミン酸塩を作成する方法であって、
　ペリリルクロロホルメートの第１の反応物と、テモゾロマイド（ＴＭＺ）の第２の反応
物とを反応させる工程を有する方法。
【請求項８】
　請求項７記載の方法において、前記ペリリルクロロホルメートはホスゲンとペリリルア
ルコールとの反応により作成されるものである方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　ペリリルアルコール（ＰＯＨ）、天然に存在するモノテルペン、はＣＮＳがん、乳がん
、膵がん、肺がん、黒色腫および大腸がんを含む様々ながんに対する効果的薬剤であるこ
とが示唆された。Ｇｏｕｌｄ，Ｍ．　Ｃａｎｃｅｒ　ｃｈｅｍｏｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ　
ａｎｄ　ｔｈｅｒａｐｙ　ｂｙ　ｍｏｎｏｔｅｒｐｅｎｅｓ．Ｅｎｖｉｒｏｎ　Ｈｅａｌ
ｔｈ　Ｐｅｒｓｐｅｃｔ．１９９７　Ｊｕｎｅ；１０５（Ｓｕｐｐｌ　４）：９７７－９
７９。ペリリルアルコールおよびレチノイドの両方を含んでいる雑種分子は、アポトーシ
ス誘導活性を増加させるため作成された。Ｄａｓ　ｅｔ　ａｌ．Ｄｅｓｉｇｎ　ａｎｄ　
ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　ｐｏｔｅｎｔｉａｌ　ｎｅｗ　ａｐｏｐｔｏｓｉｓ　ａｇｅ
ｎｔｓ：ｈｙｂｒｉｄ　ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ　ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　ｐｅｒｉｌｌｙｌ
　ａｌｃｏｈｏｌ　ａｎｄ　ｎｅｗ　ｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ　ｒｅｔｉｎｏｉｄｓ．Ｔ
ｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔｅｒｓ　２０１０，５１，１４６２－１４６６．
　他の治療剤に抱合されるペリリルアルコールを含むペリリルアルコール誘導体を作成し
、パーキンソン病およびアルツハイマー病のようなその他の脳疾患のみならず悪性神経膠
腫のようながんの治療においてこの材料を用いる必要がまだある。ペリリルアルコール誘
導体は、単独で、または、放射線、標準的な化学療法および手術を含む他の治療法と組み
合わせ投与される可能性がある。投与はまた経鼻投与、経口投与、肺送達のための経口気
管投与および経皮投与を含む様々な投与法であることが可能である。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　国際公開第０３／０５７１９３号
　　（特許文献２）　米国特許出願公開第２００２／０１７７６０９号明細書
　　（特許文献３）　米国特許第７，０５６，４９１号明細書
　　（特許文献４）　米国特許第４，２７２，４４１号明細書
　（非特許文献）
　　（非特許文献１）　ＫＡＲＤＯＳＨ　ｅｔ　ａｌ．，Ｍｕｌｔｉｔａｒｇｅｔ　ｉｎ
ｈｉｂｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ｄｒｕｇ－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｍｙｅｌ
ｏｍａ　ｃｅｌｌ　ｌｉｎｅｓ　ｂｙ　ｄｉｍｅｔｈｙｌ－ｃｅｌｅｃｏｘｉｂ（ＤＭＣ
），ａ　ｎｏｎ－ＣＯＸ－２　ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｙ　ａｎａｌｏｇ　ｏｆ　ｃｅｌｅｃ
ｏｘｉｂ，Ｂｌｏｏｄ　１０６（１３），ｐｐ　４３３０－４３３８，２００５，Ａｂｓ
ｔｒａｃｔ．ｈｔｔｐ：／／ｂｌｏｏｄｊｏｕｒｎａｌ．ｈｅｍａｔｏｌｏｇｙｌｉｂｒ
ａｒｙ．ｏｒｇ／ｃｏｎｔｅｎｔ／１０６／１３／４３３０．ｆｕｌｌ．ｐｄｆ
　　（非特許文献１）　ＧＯＬＤＨＯＦＦ　ｅｔ　ａｌ．，Ｔａｒｇｅｔｅｄ　Ｉｎｈｉ
ｂｉｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｃｙｃｌｉｃ　ＡＭＰ　Ｐｈｏｓｐｈｏｄｉｅｓｔｅｒａｓｅ－４
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　Ｐｒｏｍｏｔｅｓ　Ｂｒａｉｎ　Ｔｕｍｏｒ　Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎ，Ｃｌｉｎ　Ｃａ
ｎｃｅｒ　Ｒｅｓ　１４，ｐｐ　７７１７－７７２５，２００８，Ａｂｓｔｒａｃｔ．ｈ
ｔｔｐ：／／ｃｌｉｎｃａｎｃｅｒｒｅｓ．ａａｃｒｊｏｕｒｎａｌｓ．ｏｒｇ／ｃｏｎ
ｔｅｎｔ／１４／２３／７７１７．ｆｕｌｌ
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